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第 1章 はじめに－本報告書が目指すもの 

第 2章 市町村合併をめぐる議論      

2－1 日本における市町村合併の歴史的変遷 

2－2 合併を経験した地域の現状と課題 

  第 3章 市町村合併がもたらすメリット 

    3－1 地域における市町村合併のインパクト 

  3－2 合併の長所を生かす基盤づくり 

  3－3 行政サービスの向上に向けた取り組み 

 第 4章 群馬県における市町村合併による財政削減効果のシミュレーション 

    4－1 合併がもたらす財政削減効果の構造 

  4－2 人件費の削減による効果 

  4－3 施設削減のシミュレーション 

 第 5章 スケールメリットを中心とした政令指定都市の長所 

5－1 政令指定都市の強み 

5－2 スケールメリットのメカニズム   

  5－3 （ケーススタディ）さいたま市の事例 

 第 6章 おわりに－今後の展望と仮題 

    

 

ぐんま県央地域の現状をテーマに勉強会 

テーマ；「前橋・高崎、ぐんま県央地域の現状」 

講師；日本政策投資銀行地域企画部参事役 藻谷浩介 氏 


